
新たな市場開拓を目指して展示会への出展や、海外展開

などに取り組む中小企業が増加している一方で、知的財

産の管理・活用が十分でないと、情報・技術・ノウハウ

が流出したり、模倣品が出回るなど、予想しないトラブ

ルに巻き込まれる可能性があります。

そこで本セミナーでは、企業経営と知的財産の係わりか

ら、海外ビジネスで知っておきたい知的財産の基礎知識

まで、事例を交え、知的財産の有効活用とリスク対応の

両面について分かりやすく解説します。

（セミナー編）

2018年 10月16日（火）15：00～17：00
（※演習編：2018年１１月14日（水）15:00～17:00）

主催：大阪信用金庫（セミナー編）／日本政策金融公庫阿倍野支店（演習編）

／(独)工業所有権情報・研修館（INPIT）近畿統括本部／大阪府

協力：日本政策金融公庫阿倍野支店（セミナー編）／大阪信用金庫（演習編）

【お問い合わせ】： 大阪府商工労働部中小企業支援室ものづくり支援課（磯、藤原） 電話：06-6748-1052
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新たな商機を
逃さないために！

参加費：無料

会場： 大阪信用金庫 日本橋ビル ７階大会議室（裏面参照）

定員： 5０名 要事前申込・先着順（定員に達し次第、締め切らせていただきます）
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財
の
視
点

ビジネスと知的財産の係わり

知的財産に係わる体制
/活動の在り方

国内外契約の留意事項

ビジネスと知的財産の係わり

知的財産に係わる体制
/活動の在り方

国内外契約の留意事項



会場

大阪信用金庫（だいしん）
日本橋ビル（日本橋支店） ７階大会議室

〒542-0082 大阪市中央区島之内2-15-20
〈最寄駅〉
近鉄線または堺筋線「日本橋」駅

6番出口から北へ徒歩5分

お申し込み方法のご案内

１．インターネットでお申込み

https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input.do?tetudukiId=2018070043

（MOBIOホームページ）からもアクセスできます。（http://www.m-osaka.com）

２．ＦＡＸでお申込み （下記「参加申込用紙」に必要事項をご記入のうえお申込みください）

FAX ０６－６７４８－１０６２ ＭＯＢＩＯ（大阪府商工労働部ものづくり支援課）宛

※申込書に記入された個人情報は本セミナー実施時の資料としてのみ使用します。

≪参加申込書≫ 「ビジネスに活かす知財の視点（10/16 セミナー編）」

名前
〔フリガナ〕

取引銀行
お取引がある場合、○をしてください。

大阪信用金庫・日本政策金融公庫

所属(会社名） 業種

部署名 役職

住所 〒

電話番号 FAX番号

Eメール

演習編（11/14(水)15～17時）にも同時申込をされる方は右の「申し込む」に〇をしてください 申し込む
※演習編（11/14）は実際の企業事例を基に作成した「中小企業のリアルな仮想事例」を題材とし、５～６人の小グループにて論点抽出・課題討議をして
いただきます。（グループディスカッション） セミナー編と併せてぜひご参加ください！（会場は同じ大阪信用金庫日本橋ビルです）（名刺をご持参ください）

アンケート

下記の事業活動で起こりうる「知財面の留意事項」について、興味のあるテーマに○を付けてください。（複数選択可）

・事業企画段階 ① 製品企画 ② 研究開発

・営業、提携段階 ③ 引き合い ④ 展示会出展 ⑤ ライセンス契約 ⑥ 資本提携 ⑦ 共同開発

・製造、販売段階 ⑧ 製品輸出・代理店 ⑨ 生産委託・技術指導 ⑩ 現地生産

・事業運営段階 ⑪ 模倣品発見 ⑫ 権利侵害の警告 ⑬ 事業撤退

講師のご紹介

独立行政法人工業所有権情報・研修館 近畿統括本部 （INPIT-KANSAI）
知財戦略エキスパート 熊澤 一 （くまざわ はじめ）氏

電機メーカーで約40年勤務。主に知的財産部門にて出願・権利化から係争対応、ライセンス交渉・契約、
職務発明・報償制度の整備・運用実務・訴訟、特許事務所管理、社内教育に携わった。中国・北京に約3年
半駐在し、知的財産部門の立ち上げ、現地スタッフの教育、模倣品対策等に従事。その後も定期的に現地
の情報収集に努め、中国の知財事情を熟知している。大学等での講義経験も豊富で、実践的な体制整備・
人材育成に関する実務に精通している。

https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input.do?tetudukiId=2018070043
http://www.m-osaka.com

